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呉伐に関わる人物伝を読んでみる～『晋書』王濬伝（９） 

 

偽吳君臣，今皆生在，便可驗問，以明虛實。前偽中郎將孔攄說，去二月武昌失守，水軍行至。

晧案行石頭還，左右人皆跳刀大呼云：「要當為陛下一死戰決之。」晧意大喜，謂必能然，便盡

出金寶，以賜與之（斠注２６）。小人無狀，得便持走，晧懼，乃圖降首。降使適去，左右劫

奪財物，略取妻妾，放火燒宮。晧逃身竄首，恐不脫死，臣至，遣參軍主者救斷其火耳。周浚

以十六日前入晧宮，臣時遣記室吏往視書籍，浚使收縛。若有遺寶，則浚前得，不應移蹤後人，

欲求苟免也。 

 

（偽呉の君臣、今、皆、生在り、便ち験問に以て、虚実明らかなるべし。前に偽の中郎将孔

攄説く、去る二月、武昌を守り失い、水軍行きて至る。晧、石頭に行きて還るを案じ、左右

の人、皆刀を跳し大呼して云う：「要、当に陛下の為、一（ひと）たび死戦これを決すべし。」

晧の意、大喜し謂う、必ず能く然り、便ちことごとく金寶を出し、以ってこれを賜与す。小

人、無状にして得て便ち持走す、晧、懼れて乃ち降首を図る。降使、適き去り、左右は財物

を劫奪し、妻妾を略取し、火を放ち、宮焼ける。晧は身を逃がし、首を竄（かく）し、恐れ

て死を脱せず。臣至りて、参軍主者を遣り、その火を断ちて救い、周浚十六日前を以って晧

が宮に入り、臣、時に記室の吏、往きて書籍を観につかわし、浚、收縛せしむ。若し遺寶有

り、則ち浚、前に得る。蹤後に人、移るを応じず、苟も免を求めて欲すなり。） 

 

訳：呉の君臣は、現在みな生存しておりますから、彼らに問い質してみれば、何が事実なの

かはっきりします。以前、呉の中郎将孔攄が説明しておりますが、二月に武昌を守っていま

したが、陥落し、水軍が目前に至りました。孫晧は石頭に行ったとしても帰ってくることが

できるのか案じておりましたが、左右に侍る臣下たちが皆、刀を跳ねさせて（音を鳴らし

て？）大声で言いました。「まさに陛下のために、ひとたび死を賭して決戦がしたい」孫晧

は大変喜んで言いました「まさにそのとおりだ」そして金や宝物をすべて出してきて、これ

を与えました。しかし、小人たちはそのまま宝物を得て逃げてしまいました。孫晧は恐れて

しまい降伏を図りました。降服を申し入れる使者が去ったあと、左右の臣下たちは財物を略

奪し、妻妾を奪い去り、火を放って宮殿は焼け落ちました。孫晧は脱出して隠れましたが死

から逃れられてはいませんでした。わたくしが到着して参軍の主だったものを派遣し、火災

を消火して救出しました。周浚は十六日より前に孫晧の宮殿に入り、わたくしは書記を書籍

を観るために派遣したところ、周浚はこれを捕縛しました。もし、残された宝物があったな

らば、周浚が事前に得ていたと思われます。自分が踏み入った後に、（？）。 

 

 

補注：『三国志』巻四十八 呉書三 孫晧傳「（三月？）戊辰，陶濬從武昌還，即引見，問水軍消息，對曰：
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「蜀船皆小，今得二萬兵，乘大船戰，自足擊之。」於是合衆，授濬節鉞。明日當發，其夜衆悉逃走。而王濬

順流將至，司馬伷、王渾皆臨近境。皓用光祿勳薛瑩、中書令胡沖等計，分遣使奉書於濬、伷、渾曰：「昔漢

室失統，九州分裂，先人因時，略有江南，遂分阻山川，與魏乖隔。今大晉龍興，德覆四海。闇劣偷安，未喻

天命。至於今者，猥煩六軍，衡蓋路次，遠臨江渚，舉國震惶，假息漏刻。敢緣天朝含弘光大，謹遣私署太常

張夔等奉所佩印綬，委質請命，惟垂信納，以濟元元。」」 

 

 

（斠注２６）御覽三百四十六引王濬表作左右兵皆跳刀大呼云要當爲國家一死戰决之勝魏帝

尚以千人定天下况今有數萬衆自足辦事皓意大喜便開庫藏盡出金寶以賜與之 

 

（『御覽』三百四十六に引く、王濬の表が作すには、左右の兵、皆刀を跳し大呼して云う、

要、當に國家の為に一たび死戰之を決すべし、魏帝尚以て千人で天下を定める、況（いわん）

や今數萬の衆有り、自ずから辦事に足りんや、晧の意、大喜して便（すなわ）ち、庫を開い

て、藏する金寶を盡（ことごと）く出だし、以て之を賜與す。） 

 

訳：『御覽』の三百四十六巻にに引用されている王濬の上表文においては「左右に侍る臣下

たちが皆、刀を跳ねさせて大声で言いました。「まさに国家のために、ひとたび死を賭して

決戦がしたい。曹操は千人の兵で天下の形を定めました、まして、今は数万の兵がいますか

ら事に当るのに足りない事が有りましょうか。」孫晧は大変喜んで言いました「まさにその

とおりだ」そして金や宝物をすべて出してきて、これを与えました。」 

 

補注：『太平御覽』巻三百四十六 兵部七十七 刀下「王濬表曰：孫皓出案行石頭，還，左右兵皆跳刀大呼，

云：「要當爲國家决一死戰。魏帝尚以千人定天下，况今有數萬衆，自足辦事。」皓意大喜，便開庫藏盡出金寶

以賜予之。小人無狀，得便持走。」 

 

 

 

臣前在三山得浚書云：「晧散寶貨以賜將士，府庫略虛。」而今復言「金銀篋笥，動有萬計」，

疑臣軍得之。言語反覆，無復本末。臣復與軍司張牧、汝南相馮紞等共入觀晧宮，乃無席可坐。

後日又與牧等共視晧舟船，渾又先臣一日上其船。船上之物，皆渾所知見。臣之案行，皆出其

後，若有寶貨，渾應得之。 

 

（臣、前に三山に在りて、浚の書を得て云う「晧、寶貨を散じ、以って将士に賜う、府庫略

虚す」而して今、復た言う「金銀篋笥、動かずば萬計有り」疑は臣が軍、これを得る。言語

反覆、復た本末なし。臣、復た軍司張牧、汝南相馮紞等と共に入り晧の宮を観る、乃ち席の

坐すべきなし。後日又、牧等と共に晧が舟船を視る、渾又た、臣より先に一日其の船に上が
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る。船上の物、皆、渾が知見の所なり。臣の案行、皆、其の後に出る。若し寶貨を有らば、

渾まさに、之を得るべし。） 

 

訳：わたくしは、以前、三山にいたときに届いた、周浚の書状にはこう書いておりました。

「孫晧は宝貨をばらまいて兵士たちに与えたので、国庫は空っぽになった。」そして今にな

って言い出したのは「金銀宝物は、（王濬が奪わなければ）大量にあったであろう」と。こ

れによって我が軍は疑われることになりました。言葉を覆して（？）。わたくしは、また、

軍司の張牧や汝南相の馮紞らと共に孫晧の宮殿に入りましたが、座る場所はありませんで

した（？）。後日、また張牧らと共に孫晧の持っていた軍船を視察しましたが、王渾はわた

くしより一日先にその軍船を見回りました。船上の物資は皆、王渾が先に見ているものです。

わたくしはその後に検分しているのです。もし宝物があったとすれば、それを略奪したのは

王渾の方です。 

 

 

補注：『華陽国志』巻八 大同志「以蜀多羌夷，置西夷府，以平吳軍司張牧為校尉，持節統兵。」『晋書』巻

五十五 列傳第二十五 張載傳「張載，字孟陽，安平人也。父收，蜀郡太守。」 

補注：『晋書』巻三十九 列傳第九 馮紞傳「馮紞，字少胄，安平人也。祖浮，魏司隸校尉。父員，汲郡太

守。」「伐吳之役，紞領汝南太守，以郡兵隨王濬入秣陵。」「初謀伐吳，紞與賈充、荀勖同共苦諫不可。吳平，

紞內懷慚懼，疾張華如讎。」 

 

補注：『晋書』巻四十二 列傳第十二 王渾傳「孫皓司徒何植、建威將軍孫晏送印節詣渾降。既而王濬破石

頭，降孫皓，威名益振。明日，渾始濟江，登建鄴宮，釃酒高會。」 

 

 

 

又臣將軍素嚴，兵人不得妄離部陣間。在秣陵諸軍，凡二十萬眾。臣軍先至，為土地之主。百

姓之心，皆歸仰臣，臣切敕所領，秋毫不犯。諸有市易，皆有伍任證左，明從券契，有違犯者，

凡斬十三人，皆吳人所知也。餘軍縱橫，詐稱臣軍，而臣軍類皆蜀人，幸以此自別耳。豈獨浚

之將士皆是夷齊，而臣諸軍悉聚盜跖耶！時有八百餘人，緣石頭城劫取布帛。臣牙門將軍馬潛

即收得二十餘人，幷疏其督將姓名，移以付浚，使得自科結，而寂無反報，疑皆縱遣，絕其端

緒也。 

 

（又、臣、将に軍、素厳とす、兵人、妄りに部陣の間を離れるを得ず。秣陵に在りて諸軍、

凡そ二十萬の衆。臣が軍、先に至る土地の主と為す。百姓の心、皆、臣に帰仰す、臣、切に

所領の敕（＝勅）秋毫も犯さず。諸々市易有り、皆、伍任證左有り、明らかに券契に従い、

違反有る者、凡そ斬ること十三人、皆、呉人の知る所なり。餘軍縦横、詐て臣軍を称す、而
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して臣が軍類は皆蜀人、幸いに此れを以って自ずから別なり。豈に獨り浚の将士、皆是れ夷

齊、而して臣が諸軍悉く盗跖、聚まらんや！時に八百餘人、石頭城に縁し、布帛を劫取する

有り。臣が牙門将軍馬濳、即ち、收めて二十餘人を得る、幷に其の督将の姓名を疏し、移り

て以て浚に付し、自ら科結を得しむる。而して寂と反報なし。疑わば皆、縦に遣し、其の端

緒絶つ。） 

 

訳：また、わたくしの軍は大変厳しい軍律を敷いています。兵士はみだりに自分の陣を離れ

ることはありません。秣陵においてすべての軍を合わせると二十万人の軍勢であります。わ

たくしの軍勢は最初に併吞した土地のあるじとして、人々の心は皆、わたくしに従いました。

わたくしは決して占領地（？）の勅命をいささかも犯しておりません。（？）違反をしたも

の十三人は斬りました。このことはみな呉の人々が知っていることです。他の軍で自由勝手

にわたくしの軍であると偽る者がいたとしても、我が軍の兵士は皆蜀の人間であり、幸いに

して他の者たちとは異なります。それにしても、ただ周浚の兵のみ皆伯夷と叔斉のように清

廉潔白であり、わたくしの軍勢がすべて盗跖のような犯罪者が集まるなどということがで

きましょうか！ところで、八百人余りの兵が石頭城のふちにおいて布帛を略奪するという

ことがありました。わたくしの牙門将軍馬濳が二十人余りを捕縛しました。同時にその兵の

所属する将軍の姓名を明らかにして周浚に送り届けたところ、あとは自分が調査するとの

ことでした。しかし、その後どうなったのか知らされておりません。疑うならば、その者た

ちはその後何の罪にも問われなかったのではないかと。 

 

 

補注：『史記』卷六十一 伯夷列傳 第一「或曰：「天道無親，常與善人。」若伯夷、叔齊，可謂善人者非邪？

積仁絜行如此而餓死！且七十子之徒，仲尼獨薦顏淵為好學。然回也屢空，糟糠不厭，而卒蚤夭。天之報施善

人，其何如哉？盜蹠日殺不辜，肝人之肉，暴戾恣睢，聚黨數千人橫行天下，竟以壽終。是遵何德哉？此其尤

大彰明較著者也。若至近世，操行不軌，專犯忌諱，而終身逸樂，富厚累世不絕。或擇地而蹈之，時然後出

言，行不由徑，非公正不發憤，而遇禍災者，不可勝數也。余甚惑焉，儻所謂天道，是邪非邪？」 

補注：『論語』公冶長第五「子曰：「伯夷、叔齊，不念舊惡，怨是用希。」」 

補注：『莊子』雜篇 盜跖第二十九 

 

 

 

又聞吳人言，前張悌戰時，所殺財有二千人，而渾、浚露布言以萬計。以吳剛子為主簿，而遣

剛至洛，欲令剛增斬級之數。可具問孫晧及其諸臣，則知其定審。若信如所聞，浚等虛詐，尚

欺陛下，豈惜於臣！云臣屯聚蜀人，不時送晧，欲有反狀。又恐動吳人，言臣皆當誅殺，取其

妻子，冀其作亂，得騁私忿。謀反大逆，尚以見加，其餘謗𠴲，故其宜耳。 
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（又聞く呉人の言、前に張悌の戦時、殺す所財かに二千人有り、而して渾、浚の露布に言う、

萬を以って計える。呉剛が子を以って主簿と為し、而して剛、洛に至らしめ、剛が斬級の数、

増さしめんと欲す。具に孫晧及び其の諸臣に問う可し、則ち其の定審を知る。若し信に聞く

所の如くば、浚等の虚詐、尚陛下を欺く、豈に臣、惜しまざらんや！云わく、臣、蜀人を屯

聚し、時に晧を送らず、反狀有るを欲す。又呉人を恐動し、言う、臣、皆当に其の妻子を取

りて、誅殺すべし、冀わくば其の乱を作し私忿を、騁（？）得る。謀反大逆、尚以って加え

るを見る、其の餘りの謗𠴲、故に其れ宜しく耳すべし。） 

 

訳：また呉の人間が言うところによると、以前の張悌との戦の時、殺害された張悌軍の兵は

二千人でしたが、王渾と周浚は勝利の報告書には斬った兵は一万人だと記しています。呉剛

の子を主簿とし、そして呉剛はその子を洛陽に派遣して、首級の数を水増ししようと企んだ

のです。つぶさに孫晧やその臣下たちに問えば、何が正しいのか判明するでしょう。もし、

これが本当のことならば、周浚らの虚偽が更に陛下を欺いており、わたくしはこれを惜しむ

ことでございます。他の噂によれば、わたくしは蜀の兵を集めて、孫晧を送ることなく、謀

反を企てることを求めていると。また呉の人々が動揺して言うには、わたくしがその妻子を

人質にとって皆誅殺し、叛乱して私怨をほしいままにしようとしている、と。謀反や大逆と

いうことを加えているほどに、目に余るほどの中傷であり、そのことを心得たうえで聞いて

いただきたい（？） 

 

 

補注：『晋書』巻六十一 列傳第三十一 周浚傳「隨王渾伐吳，攻破江西屯戍，與孫皓中軍大戰，斬偽丞相

張悌等首級數千，俘馘萬計，進軍屯于橫江。」 

『三国志』巻四十八 吳書三 孫晧傳裴松之注「干寶『晉紀』曰吳丞相軍師張悌、護軍孫震、丹楊太守沈瑩

帥衆三萬濟江，圍成陽都尉張喬於楊荷橋，衆才七千，閉柵自守，舉白接告降。」「『襄陽記』曰晉來伐吳，皓

使悌督沈瑩、諸葛靚，率衆三萬渡江逆之。」 

 

 

 

渾案臣「瓶磬小器，蒙國厚恩，頻繁擢敘，遂過其任」。渾此言最信，內省慚懼。今年平吳，

誠為大慶，於臣之身，更受咎累。既無孟側策馬之好，而令濟濟之朝有讒邪之人，虧穆穆之風，

損皇代之美。由臣頑疏，使致於此，拜表流汗，言不識次。 

 

（渾、臣を案ずるに「瓶磬小器、国の厚恩を蒙り、頻繁に擢敘され、遂に其の任に過ぐ」渾、

此の言、最も信、内省慚懼す。今年、呉を平らげ、誠に大慶を為す、臣の身に於いて、更に

咎累を受く。既に孟側、策馬の好なく、而して濟濟の朝、讒邪の人有り、穆穆の風虧け、皇

代の美しきを損ねしむる。臣が頑疏の由、此において致しむる、拝表に汗流れ、言う次を識
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らず。） 

 

訳：王渾は、わたくしのことを評していうには「（？）器が小さく、国家の厚恩を蒙り、頻

繁に抜擢されていたが、その任には堪えられなかった。」王渾のこの言葉は最も信用でき、

わたくしは内心慚愧の念に堪えません。今年、呉を平定したこと、まことに喜ばしいことで

ありますが、わたくしの身においては罪の巻き添えをくっております。既に孟之反のように

馬にムチ打ち功を誇らぬこともなく、そして優秀な臣下が集うはずの朝廷においては讒言

をなす人があり、深遠なる徳の満ちる風に欠け、この陛下の御代の美しさを損ねさせており

ます。わたくしが頑迷であることは承知しており、拝し奉りたる上表文に汗が流れて、次に

連ねる言葉も分かりません。 

 

 

補注：『論語』雍也第六 十三「子曰：「孟之反不伐，奔而殿，將入門，策其馬，曰：『非敢後也，馬不進也。』」」 

 

補注：『詩経』大雅 文王之什 文王「文王在上，於昭于天。周雖舊邦，其命維新。有周不顯，帝命不時。

文王陟降，在帝左右。亹亹文王，令聞不已。陳錫哉周，侯文王孫子。文王孫子，本支百世。凡周之士，不顯

亦世。世之不顯，厥猶翼翼。思皇多士，生此王國。王國克生，維周之楨。濟濟多士，文王以寧。穆穆文王，

於緝熙敬止。假哉天命，有商孫子。商之孫子，其麗不億。上帝既命，侯于周服。侯服于周，天命靡常。殷士

膚敏，祼將于京。厥作祼將，常服黼冔。王之藎臣，無念爾祖。無念爾祖，聿脩厥德。永言配命，自求多福。

殷之未喪師，克配上帝。宜鑒于殷，駿命不易。命之不易，無遏爾躬。宣昭義問，有虞殷自天。上天之載，無

聲無臭。儀刑文王，萬邦作孚。」 

 

 

  


